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令和８年（2026 年）が始まりました。保護者の皆様、地域の皆様には、明るく

希望に溢れた新年をお迎えのことと存じます。本年も皆々様にとりましてよき年

となりますよう、心からお祈り申し上げます。 

さて、冬休みが終わり、３学期が始まりました。今年は、午年（うまどし）、正確には「丙午（ひのえうま）」

とされています。丙（ひのえ）は、「火」の要素を持ち、太陽や明るさ、生命のエネルギーを表すとされています。

また午（うま）は、古くから人間とともに生きてきた動物で、駿足を持ち、独立心が強く、また人を助けてくれ

る存在でもあります。そのため丙午（ひのえうま）の年は、「勢いとエネルギーに満ちて、活動的になる」年にな

ると考えられているようです。子どもたちが新年に立てた自分の目標に向かって果敢に挑戦してほしいと思いま

す。６年生は中学進学に向けて、1 年生から 5 年生は進級に向けてのまとめの３学期。子どもたちが着実に力を

付け、自分の成長を認識し、自信をもって次のステージに向かえるよう、日々の教育実践を積み重ねていきます。

どうか、今後もご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

学校運営協議会委員の山口さんが、今年もすてきな門松を作ってくださり、 

学校へ持ってきてくださいました。太い竹筒を細工して生けられた門松はとても

風情があり味わい深いものです。お礼を申し上げるとともに早速正面玄関に飾ら

せていただきました。作ってくださった門松の松は、春照小学校の松を使って 

制作してくださっています。山口さんから、門松にまつわるお話を聞いているとおせち料理と同じように縁起が

よいとされているものがたくさん門松の中に凝縮されていることがわかりました。年明けに来校されることがあ

りましたら、ぜひご覧ください。細部にわたり、工夫が施されている様子がわかると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 中面と最終面に、150周年記念行事「春照ふるさとフェス」の様子を掲載しています。ぜひご覧ください。 

７日（水） ３学期始業式 

８日（木） 給食開始、４校時日課 

９日（金） 職員会議・４校時日課 

１２日（月） 成人の日 

１３日（火） 諸費徴収日 

１５日（木） 安全の日・委員会活動 

１・２年：４校時下校 

２２日（木） クラブ活動 

２８日（水） 新１年生入学説明会 

２９日（木） 委員会活動 

１・２年：４校時下校 

感染症対策のお願い 

先月には、インフルエンザに伴う学級閉

鎖がありました。県内全域でもインフルエ

ンザ警報が出されており、感染拡大が懸念

されております。今後もインフルエンザが

流行しやすい時期が続きます 

ので、人混みが多い場所での 

マスクの着用、手洗いやうがい 

などの基本的な感染症対策を 

ご家庭でもよろしくお願いします。 



 

 

実行委員会に立候補してくれた 

みんなもおつかれさまでした！ 

北川まいこさんのコンサート 

すてきな歌声でした！ 

最後にみんなで校歌も歌いました。 

太鼓おどり、伊吹高校の書道は、 

どちらも大迫力でした！ 

春照カフェでは、大清水の名水を、

かまどベンチで沸かして、お茶や 

コーヒーでいただきました。 

 

春照小学校 150 周年の慶祝すべき年度にあたり、去る 11 月 29 日（土）には、 

その記念事業として「春照ふるさとフェス」を開催させていただきましたところ、 

保護者や地域の皆様に多数のご参加をいただきました。誠にありがとうございました。 

今回の記念事業に関わっては、本校後援会ならびに同窓会からご支援をいただくとともに、数多くの企業

様にもご協賛をいただきました。また、開閉会行事や各ブースの運営には、 

右のとおりたくさんの方々に携わっていただきました。特に中心になって 

くださった学校運営協議会の委員様には、春から複数回に分けて、企画・ 

検討を進めていただき、様々な準備から当日の運営まで、たいへんお世話 

になりました。このように、本当に多くの方々がスクラムを組んで、ご支援 

いただいたからこそ、本大会が実施できたと感謝しております。みなさま、 

本当にありがとうございました。 

午前の部では、子どもたちが「ふるさと」に関する様々なテーマで発表を 

行いました。どの学年も緊張しながらも、はりきって取り組むことができた 

と思います。春照小学校では、このフェスでの発表を、「ふるさと学習」の 

大きな取組として位置付けてまいりました。この取組を中心に、子どもたち 

の「シビックプライド」、つまり「ふるさとを愛し、地域をよりよい場所に 

するために、自分自身が関わっているという誇り」を育んでいきたいと考えています。ご家庭や地域におい

ても話題にしていただけると、幸いに存じます。 

今後も 151 年目に向けて、保護者や地域のみなさまとともに、子どもたちの健やかな成長に向けて、最大

限に努力していきます。引き続き、よろしくお願いいたします。 

・春照太鼓おどり保存会の方々 

・伊吹高校・書道部の方々 

・米原市更生女性保護会の方々 

・的場たたみ店さま 

・民生委員児童委員・髙橋さま 

・米原市社会福祉協議会さま 

・米原市消防署さま 

・  

 瀬戸川さま、塚本さま 

・教育委員・北川まいこさま 

（順不同） 


